
印
度
學
佛
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學
研
究
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五
十
四
巻
第
二
号

平
成
十
八
年
三
月

二
〇

日
本

に
お
け
る

『金
七
十
論
』

の
注
釈
書

―
快
道
撰

『金
七
十
論
藻
鏡
』
を
中
心
に
―

興

津

香

織

は
じ
め
に

『金
七
十
論
』
は
中
国
で
真
諦
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た

『サ
ー
ン
キ
ヤ

頌』
の
注
釈
書

で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
『金
七
十
論
』
が
書
写

さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
天
平
写
経
の
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
(
1
)

が
江
戸
時

代
中
期

か
ら

『
金
七
十
論
』
の
刊
行
及
び
注
釈
書

の
作
成
が
盛
ん
と

な

っ
た
。
本
稿

で
は
注
釈
書
の
中
で
も
初
期
に
成
立
し
た

『金
七
十
論

備
考
』
(
以
下

『備
考
』
)、
『金
七
十
論
疏
』
(以
下

『疏
』
)、
『金
七
十
論

解
』
(以
下

『解
』
)、
『金
七
十
論
藻
鏡
』
(以
下

『藻
鏡
』
)
の
四
書
に
あ

る
、
『成

唯
識
論
述
記
』
(以
下

『述
記
』
)
を
引
用
し
た
検
討
の
な
か
で

も
特
に

『
金
七
十
論
』
の
長
行
と
世
親
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
を
見

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

『金
七
十
論
』
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

を
明
ら
か

に
し
た
い
。

サ

ー

ン
キ
ヤ
哲
学
と
世
親

中
国
仏

教
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
と
世
親
と
の
関
係
が
真

諦
訳

『婆
藪
槃
豆
法
師
傳
』
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
世
親

の
師
で
あ
る
佛
陀
蜜
多
羅
が
数
論
師
と
論
議
し

て
敗
れ
た
こ
と
を
後
で

聞
い
た
世
親
が

『七
十
真
実
論
』
を
著
し
て
そ

の
説
を
論
破
し
た
、
と

い
わ
れ
て
い
る
。
(
2
)

世
親
の

『成
唯
識
論
』
に
注
釈
書
を
著
し
た
窺
基
は

「彼
論
長
行
天
親
菩
薩
之
所
造
也
」
(『述
記
』
巻
第

一
末
)
と
述

べ
て
い

る
。
こ
の
説
を
継
承
し
て
い
る
の
が
玄
智
の

『
三
巻
本
浄
土
真
宗
教
典

志
』
(
3
)

で
あ
り
、
「天
親
論
主
著
述
」
と
し
て

金
七
十
論
釈
三
巻

〔真
諦
訳
〇
此
是
数
論
外
道
之
書
。
天
親
作
釈
。
出
唯
識

述
記
二
二
士
二
。
此
有
異
説
。
如
衛
繹
編
第
二
述
〕

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
世
親
が

『金
七
十
論
』

の
長
行
を
著
し
た

と
い
う
こ
と
は
そ
の
当
時
、
日
本
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

『備
考
』

玄
智
と
同
時
代
の
暁
応
厳
蔵

[真
宗

・
大
谷
派
」
(享
保
九

(
一
七
二

四
)
年
～
天
明
五

(
一
七
八
五
)
年
)
に
よ
り
書
か
れ
た

『備
考
』
に
は
序

―572―



論
に
お

い
て

『金
七
十
論
』

の
成
立
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
暁

応
は

『述
記
』
巻
第

一
末
と
巻
第

四
末
を
引
用
す
る
の
み
で
、
何
の
検

討
も
加
え
て
い
な
い
。

『疏
』智
橦
法
住

[真
言
宗

・
豊
山
派
]
(享
保
八

(
一
七
二
三
)
年
～
寛
政
十

二

(
一
八
〇
〇
)
年
)
に
よ
る

『疏
』
に
お
い
て

『金
七
十
論
』
の
成
立

に
つ
い
て
は
序
論
に
以
下

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

五
長
行
由
者
。
識
疏
日

「遂
造
七
十
行
頌
。
乃
至
彼
論
長
行
天
親
菩
薩
之
所

造
也
。
下
第
四
巻
更
當
廣
述
。」
由
是
謂
之
似
今
長
行
世
親
所
造
。
―

中

略
―

本
邦
人
人
相
謂
菩
薩
造
也
。
蓋
誤
述
記
傳
之
失
　
。
基
疏
由
致
乃
説

本
偶
。
彼
論
長
行
下
即
約
勝
義
七
十
末
論
。
故
爰
譲
下
。
至
下
説
由
以
宗
因

喩
盛
破
数
論
。
如
次
上
引
。
而
今
長
行
無
一
破
之
。
又
第
八
六
十

一
左
次
文

廣
談
如
意
論
師
縁
以
集
苦
聲
犯
強
被
負
。
勝
義
七
十
亦
爲
救
之
。
彼
明
因
果

前
後
相
生
。
而
此
長
行
亦
元
此
文
。
―

中
略
―

恐
應
是
依
勝
義
七
十
世

親
梵
本
。
非
此
長
行
。
不
爾
何
爲
違
此
論
釈
。
―

中
略
―

故
知
世
親
勝

義
七
十
決
非
此
釈
。
古
人
不
知
因
審
辨
白
。
可
謂
今
此
長
行
釈
者
未
知
誰
造
。

恐
彼
宗
門
流
爲
簸
揚
焉
。

法
住
は

『述
記
』
巻
第

一
末
か
ら
引
用
し
な
が
ら
も
、
『金
七
十
論
』

の
長
行
が
天
親
の
作
と
す
る
の
を
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
巻
第
四
末
に

「世
親
乃
造
第

一
義
諦
論
。
亦
名
勝
義
七
十
論
。」
(大
正
4
3.3
7
9
.
b
.
1
9

～
)

と
あ
る

の
を
踏
ま
え
て
、
世
親
が
造

っ
た
の
は
勝
義
七
十
論

(ま
た
は

第

一
義
諦
論
)
で
あ

っ
て
、
『金
七
十
論
』
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
本
邦
の
人
々
が

『
金
七
十
論
』

の
長
行

は
世
親
が
造

っ
た
と
考

え
て
き
た
の
は
間
違

っ
て
お
り
、
長
行
は
誰
の
作
か
分
か
ら
な
い
と
結

論
付
け
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
『金
七
十
論
』
の
長
行
は
世

親
が
造

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
を
法
住
が
初
め
て
否
定
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
正
し
い
解
釈

で
あ
る
が
、
法
住
の
疏
を
参
照

し
た
快
道
は
そ
の
こ
と
に
は

一
切
言
及
せ
ず
、
長
行
は
世
親
が
造

っ
た

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
(
4
)

『解
』香
山
宗
朗

[真
宗

・
本
願
寺
派
]
(?
～
天
明
八

(
一
七
八
八
)
年
)
の

『解
』
は
本
文
の
前

に

「金
七
十
論
序
題
」
が
あ
り
そ
こ
か
ら
宗
朗

の

考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

六
註
解
所
由
者
唯
識
疏
日
世
親
乃
造
第

一
義
諦
論
。
亦
名
勝
義
七
十
論
。
以

封
彼
論
而
破
彼
外
道
。
若
不
知
所
破
何
以
能
破
之
。
然
而
古
来
未
講
此
論
。

乃
有
二
由
。
一
為
外
道
之
論
無
益
於
人
。
雖
能
解
之
不
深
究
耳
。
又
其
義
微

而
文
多
誤
脱
。
若
非
察
義
如
視
火
正
文
如
拾
棄
者
安
能
講
明
。
今
註
有
三
由
。

一
知
所
破
義
二
知
内
法
弊
三
世
親
造
長
行
故
。
若

一
分
學
外
論
佛
既
許
之
。

冒
頭
の
唯
識
疏
と
は

『述
記
』
巻
第
四
末

の
文

で
あ
る
。
こ
の
記
述
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
宗
朗
は
世
親
が

『金
七
十
論
』
を
論
破
す

べ
く
第

一
義
諦
論
あ
る
い
は
勝
義
七
十
論
を
造

っ
て
お
り
、
宗
朗
自
身

が

『金
七
十
論
』
に
つ
い
て
註
を

つ
け
る
の
は
世
親
が
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲

日
本
に
お
け
る

『
金
七
十
論

』

の
注
釈
書

(興

津
)

二

一

―573―



日
本
に
お
け
る

『金
七
十
論

』

の
注
釈
書

(興

津
)

二
二

学
を
学
ん
で
論
破
し
た
こ
と
に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
宗

朗
に
お
い
て
は

『述
記
』
の
解
釈
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
こ
の
最
後
に
言
及
さ
れ
た

「佛
は
外
論
を
学
ぶ
こ
と

を
許
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ぎ
に
と
り
あ
げ
る
快
道
の

『藻

鏡
』
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
た
だ
し
宗
朗
は
最
後
の
と
こ
ろ
で

『述

記
』
巻
第

一
末
に
よ
っ
て
世
親
が

『金
七
十
論
』
の
長
行
を
造

っ
た
か

ら
自
ら
も
そ
れ
を
研
究
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た

中
国
護
法
其
難
矣
哉
。
前
有
龍
樹
提
婆
後
陳
那
世
親
。
各
以
命
世
之
才
振
玄

緒
之
己
墜
揮
智
匁
断
邪
綱
。
乃
使
正
法
如
披
雲
霧
観
白
日
也
。

―
中
略
―

吾
東
方
純
正
之
邦
學
佛
之
徒
禔
福
白
毫
比
勢
紫
綬
。
幸
不
為
勝
数
所
陵
礫
。

―
中
略
―

余
以
腐
朽
之
質
夙
負
護
法
之
任
慨
然
獨
歎
夫
朱
紫
相
奪
。

と
い
う
よ
う
に
宗
朗
は
護
法
な
ど
が
か

つ
て
仏
教
の
教
え
に
よ

っ
て
、

仏
教
外
の
説
が
蔓
延
す
る
の
を
阻
止
し
た
の
に
倣

っ
て
今
こ
こ
に
自
ら

そ
の
任
を
背
負

っ
て
臨
む
の
で
あ
る
と
い
う
決
意
を
表
明
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

『藻
鏡
』

林
常
快
道

[真
言
宗

・
豊
山
派
]
(宝
暦
元

(
一
七
五
一
)
年
～
文
化
七

(
一
八

一
〇
)
年
)
に
よ
る

『
藻
鏡
』
に
お
い
て
は
以
下
の
部
分
に

『
金

七
十
論
』

の
成
立
に
関
す
る
快
道
の
考
え
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

初
論
起
由
致
者
。
有
客
難
日
。
佛
教
巨
多
盡
之
學
難
。
易
出
自
宗
得
入
他
教
。

何
況
此
論
是
外
道
宗
。
若
今
讃
揚
非
但
自
己
他
墜
邪
。
何
為
不
慎
。

―
中

略
―

答
。
不
曉
邪
義
爭
辨
正
。
故
欲
通
正
須
先
學
邪
。
夫
九
十
六
種
之
大

外
道
。
九
萬
三
千
眷
屬
数
多
。
而
於
此
中
勝
論
籔
論
最
爲
頭
角
。
西
天
既
爾
。

故
今
亦
辨
釋
此
論
以
充
階
漸
。

冒
頭
に
仏
典

(中
略
し
た
)
を
引
用
し

『
金
七
十
論
』
と
い
う
仏
教
徒

に
と

っ
て
必
要

の
な
い
あ
る
い
は
妨
げ
と
も
な

る
よ
う
な
書
を
わ
ざ
わ

ざ
学
ぶ
と
は
何
事
で
あ
る
か
と
い
う
疑
念
を
抱
く
対
論
者
の
主
張
を
想

定
し
た
後
、
快
道
が

『藻
鏡
』
を
著
す
理
由

(ま
た
は
な
ぜ

『金
七
十
論
』

を
学
ぶ
の
か
)
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
は
ま
さ
に
邪
の
教
え
を
理

解

で
き
な
け
れ
ぼ
正
を
弁
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

先

の
宗
朗
の
考
え
と

一
致
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に

「外
論
を
学
ぶ
の
を
佛
は
許
し
て
い
る
」
と
い
う
宗
朗
の
こ
と

ぼ
を
以
下
の
よ
う
に
快
道
は
仏
典
を
引
用
し
そ

の
根
拠
を
強
化
す
る
。

由
是
地
持
中
有
此
説
。
「若

一
日
中
常
以
二
分
受
佛
經
。

一
分
學
外
典
。
若

菩
薩
於
世
俗
經
典
外
道
邪
論
愛
樂
不
捨
不
作
毒
相
是
名
爲
犯
。」
眦
奈
耶
律

作
如
是
説
。
「因
舎
利
弗
降
伏

(無
)
後
世
外
道
佛
聽
比
丘
學
外
論
。

一
日

分
三
分
初
中
二
分
學
佛
教
至
晩
讀
外
書
。
故
祗
疸
中
有
書
院
置
大
千
界
不
同

文
書
。
佛
許
比
丘
遍
讀
。
爲
伏
外
道
故
不
許
依
其
見
解
」。
四
分
律
日

「開

學
書
及
學
世
論
。
爲
伏
外
道
。」
瑜
伽
論
三
十
八
七
左
日

「諸
菩
薩
當
求

一

切
菩
薩
藏
聲
聞
藏
一
切
外
論

一
切
工
巧
處
。」
當
知
佛
子
必
習
外
論
而
作
用

心
。
故
世
親
論
師
釋
此
論
偈
。
基
法
師
著
十
句
義
鈔
竝
是
爲
伏
外
道
邪
論
。

客
唯
唯
退
復
受
講
義
。
已
遣
疑
情

こ
の
最
後
に
あ
る
よ
う
に
快
道
も
宗
朗
と
同
様
、
世
親
や
慈
恩
大
師
が

仏
教
外
の
教
え
を
批
判
し
た
姿
勢
に
倣

っ
て

『
金
七
十
論
』
を
あ
え
て

―574―



学
ぶ
の
だ
と
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
快
道
は

『述
記
』
の

巻
第

一
と
巻
第
四
を
引
用
し
、
『婆
藪
槃
豆
法
師
傳
』
、
『
大
唐
大
慈
恩

寺
三
蔵

法
師
傳
』
『大
唐
西
域
記
』
を
引
用
し
て
そ
の
内
容
を
極
め
て

精
密
に
検
討
し
て
い
る
。

結

論

以
上
、
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
四
注
釈
書
に
お
け
る

『金
七
十
論
』

を
取
り
上
げ
て
解
釈
す
る
理
由
、
ま
た
そ
の
長
行
と
世
親
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
者
た
ち
の
見
解
を
見
た
。
す
べ
て
の
注
釈

書
は

『述
記
』
を
引
用
し
て
お
り
、
暁
応
は
伝
統
ど
お
り
引
用
に
そ
の

ま
ま
従
い
、
法
住
は
そ
こ
か
ら
全
く
違
っ
た
結
論
を
導
き
出
し
、
宗
朗

と
快
道

は
伝
統

に
従
い
つ
つ
、
暁
応
・

法
住

に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た

「自
ら
が

『金
七
十
論
』
を
解
釈
す
る
理
由
」
延
い
て
は

「仏
教
徒
が

今
こ
こ
で
な
ぜ

『金
七
十
論
』
を
学
ぶ
の
か
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

現
代
の
我
々
か
ら
見
れ
ぼ
こ
の
時
代
に
突
如
と
し
て
起

こ
っ
た
よ
う
な

印
象
を
受
け
る

『金
七
十
論
』
研
究
に
対
す
る
理
由

の

一
つ
が
明
ら
か

と
な

っ
た
と
い
え
る
。

1

『
奈
良
朝

典
籍

所
載
仏
書
解
説

索
引
』

(木

本
好
信

編
、

国
書
刊

行
会
、

平
成

元
年
)
p
.
6
1
、
p
.
6
2

参
照
。
現
在
判

明
し

て

い
る

『
金
七
十
論

』

の

注
釈
書

の
数

は
散
逸

し
た
も

の
を
含
め

て
二
十

六
、
作
者

は
十

七
人

(作

者
不
明

の
書

が
三
)
に
上

る
。

2

『婆
藪
槃

豆
法
師
傳
』

(大
5
0
.
1
8
9
.
b

～
1
9
0
.
a

)

。
ま
た

『
大
唐
西
域
記

』

巻
第

二

(大
正
5
1
.
8
8
0
.
c

～
)

の
乾
駄
邏
國

に

つ
い
て

の
記
述

の
な

か
に

も
内
容

は
若
干
異

な
る
が
、
世
親

が
数
論
師

に
敗
れ
た
師

の
恥

を
雪

い
だ

(し
か

し

こ
こ
で
は
サ

ー

ン
キ
ヤ
説

を
論
破

す
る
著

述

の

こ
と

は
記

さ
れ

て
い
な

い
)
と
述

べ
ら
れ

て
お
り

『述
記
』
に
受
け
継

が
れ

て
い
る
。

『述

記
』
巻
第

四

(大
正
4
3
.
3
7
9
.
b
.
1
9

～
)

に

「世
親

乃
造
第

一
義

諦
論
。
亦

名

勝
義

七
十

論
。

以
封

彼

論
而
破

彼
外
道

言
。
」

と
あ

り
、

「
七
十

真
実

論

」
・
「第

一
義
諦

論
」
・
「勝
義
七
十
論
」
は
同
書

と
考

え
ら
れ

る
。

3

『
三
巻

本
浄
土
真

宗
教
典
志
』
巻
第

一

(『
新
編

真
宗
全
書

』
史
伝
編

一
〇
、

昭
和
五
十

二
年
)

二
三
三
百
ハ

4

金
倉
圓

照
博
士

は
、
『
述

記
』
巻
第

一
末

に
あ
る

「彼
論

長
行

天
親
菩

薩

之
所
造
也

」

は
誤

っ
て

お
り
、

「世
親
」

で
な
く

「天
親

」

と
し

て

い

る

の
は

「多

分

後
人

の
註

記

が
紛
れ
込

ん
だ

の
で
あ

ろ
う
」

と

さ
れ

る

(
「金

七
十
論
疏
解
題

」
国
訳

一
切
経
和
漢
撰
述
43

論
疏
部

二
十

三
、

二

五
八
～

二
六
〇
頁

参
照
)
。

し
か
し

『述
記

』

で
は
世
親

・
天
親

が
し
ぼ

し
ぼ
併
用

さ
れ

て

い
る
。

た
と
え
ば

「本
頌

三
十
伽
陀
世

親
所
造

」

(大

正
4
3
.
2
3
3
.
c
.
1
8

)
、

「三
十
頌

本
。

天
親
菩
薩

之
所
作

也
」

(大

正
4
3
.
2
3
1
.

c
.
5
~
6
)

。
従

っ
て
巻
第

一
末

の
文

は
誤
解
さ
れ
や
す
く
、
『
疏
』

は
そ
の
点

を

「蓋
誤
述
記
傳

」
と
述

べ
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

金

七
十
論

、
サ
ー

ン
キ
ヤ
哲
学
、
世
親
、
江
戸

時
代
、
快

道

(国
際
仏
教
学
大
学
院
大
)

日
本

に
お
け

る

『金
七
十
論
』

の
注
釈
書

(興

津

)

二
三
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(180) Abstracts

same meaning as Xuanzang's translation. The expression "pancaskandhaka," 

however, does not mean five skandhas, but rather that which is accompanied 

by five skandhas.

101.Traditional Japanese Commentaries on the*Suvarnasaptatisastra金 七

十 論:Focusing upon the Kin shichiju ron so kyo(金 七 十 論 藻 鏡)

Kaori OKITSU

The*Suvarnasaptatisastra, which is an important treatise of Samkhya

philosophy, survives only in the Chinese translation done by Paramartha眞

諦sometime between 548 and 569. Commentarialtradition begins with the

citations from it found in the Chengweishi lun shuji 成 唯 識 論 述 記, written

in Tang China, and continues with a real exegetical boom in 18tH century Ja-

pan. Although the Japanese exegetes refer to the same passage cited in the

Chengweishi/un shuji, they express different opinions concerning the*Su-

varnasaptatisastra.I analyse the interpretations of this passage in the Kin

shichiju ron biko金 七 十 論 備 考by Gyo'o Gonzo曉應 嚴 藏(1724-1785), the

Kin shichiju ron sho金 七 十 論 疏by Chido Hoju智幢 法 住(1723-1800), the

Kin shichiju ron ge金 七 十 論 解by Shuro宗 朗(?一1788), and the Kin shichiju

ron so kyo金 七 十 論 藻 鏡by Rinjo Kaldo林 常 快 道(1751-1810)and focus

mainly upon their understanding of the relation between the prose parks of

the*Suvarnasaptatisastra and Vasubandhu.

102. Plural Theories on Vijnaptimatra in the Mahayanasutralamkara 

Hiromi YOSHIMURA 

The Vijnaptimatra theory varies in its expression. The Mahayanasutra-

lamkara contains these expressions with different key words showing a vari-

ety of different traditions. One of them is quoted by the Mahayanasamgraha 

by which the author established a new vijnaptimatra theory to unite the three 
natures (trisvabhava) theory and the theory of intellectual entrance to the 

non-characteristic (asal-laksana pravesa) into one system. Through this re-
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